
南多摩高次脳機能障害支援センター 主催

In 南多摩

脳卒中や交通事故などによる脳損傷によって引き起こされる、半身

の麻痺や高次脳機能障害。人生半ばで障害を負い、新たな一歩を模索

する日々が続きます。No Problem(脳損傷)in南多摩では、そんな脳損

傷の当事者が主役となり、学び、語り、集える場作りを目指します。2017年

11月19日(日)10:30～15:00
北野市民センター ホール
(きたのタウンビル8階 北野駅徒歩1分)

定 員 ：150名
対 象 ：どなたでも
申 込 ：裏面FAX

※定員に達した場合のみご連絡いたします
駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください。

基調講演

講師 関 啓子 先生

『 私の脳梗塞

神戸大学大学院保健学研究科 客員教授

三鷹高次脳機能障害研究所 所⾧

2009年脳梗塞を発症、30年近く研究してきた

高次脳機能障害と左片麻痺を自ら体験。

～当事者となった

高次脳機能障害リハビリ専門家の物語～ 』

言語聴覚士、医学博士

当事者講演
脳外傷やクモ膜下出血により高次脳機能障害を

経験した2名の当事者の方にご登壇いただき,

その体験や生活の工夫についてお話いただきます。

作品・ポスター展示
当事者の方が制作された作品を展示します。

｢restart ﾘｽﾀｰﾄ～脳損傷後の輝く人生の再出発～｣

家族会や関係機関の紹介ポスターも展示します。

舞台発表
当事者の方々による音楽などの舞台発表や

失語症友の会の紹介を企画しています。

個性あふれる発表をぜひお楽しみください。
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